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〈学内実習〉発災時の行動フロー（学生用） 

 
 

【地震の目安】  【防災気象情報の警戒レベル】 

震度５弱：物につかまりたいと感じる 

震度５強：ものにつかまらないと歩くことが難しい 

震度６弱：立っていることが難しい 

 警戒レベル 5：緊急安全確保（命の危険 直ちに安全確保！） 

警戒レベル 4：避難指示（危険な場所から全員避難） 

警戒レベル3：高齢者等避難（危険な場所から高齢者等は避難） 

 

 大規模地震（震度５弱以上）の場合 風水害等の場合 火災の場合 

実
習
時
間
外 

【実習中止の判断・連絡】 
・東温市に震度５強以上の地震が発生した
場合は，実習を中止とする。 

・東温市に震度５弱の地震が発生した場合
でも，教員から連絡があった場合にはそ
の指示に従う。 

【登下校中の安全確認】 
・登下校の時間帯に地震が発生した場合に
は，教員に連絡をする。 

 
【安否報告メールへの返信】 
・大学から安否確認メールを受信した際は
必ず返信し，自分の状況を速やかに伝え
る。 

 

【実習中止の判断・連絡】 
・大学 HP「特別警報又は台風に伴う暴風
警報が発表された場合の休講について」
に沿って対応する。 

・上記に該当しない場合で登学が難しい
場合や迷う場合には教員に連絡する。 

 
【登下校の安全確認】 
・登下校の時間帯に風水害が発生した場
合には，教員に連絡をする。 

 
【安否報告メールへの返信】 
・大学から安否確認メールを受信した際
は必ず返信し，自分の状況を速やかに
伝える。 

 

実
習
時
間
中 

【揺れを感じたら】 
・すべての活動を停止し，身の安全を確保
する。 

 
【揺れが落ち着いたら】 
・教員の指示に従い，避難を行う。 
・避難場所に集合した後，安否確認をす
る。 

 
【安否報告メールへの返信】 
・大学から安否確認メールを受信した際は
必ず返信し，自分の状況を速やかに伝え
る。 

 
【実習の継続又は中止】 
・以下①～④の場合ごとに教員の指示に従
って行動する。 
①東温市に震度５強以上の地震が発生した
場合は，実習を中止とする。 
②東温市に震度５弱の地震が発生した場合
は，実習の継続又は中止について，教員
の指示に従う。 
③実習が中止となる場合，安全に帰宅でき
ることを教員とともに確認してから帰宅
する。 
④無事帰宅したことを連絡する。 

 

【避難指示が出たら】 
・すべての活動を停止し，身の安全を確保
する。 

・教員の指示に従い，避難を行う。 
 
 
 
 
 
【安否報告メールへの返信】 
・大学から安否確認メールを受信した際は
必ず返信し，自分の状況を速やかに伝え
る。 

 
【実習の継続又は中止】 
・以下①〜⑤の場合ごとに教員の指示に従
って行動する。 
①東温市に特別警報又は台風に伴う  
暴風警報が発表された場合，以後の実
習を中止とする。 

②東温市に警戒レベル４以上に相当する
防災気象情報が発表された際は，以後
の実習を中止する。 

③東温市に警戒レベル３に相当する防 
災気象情報が発表された際は，実習の
継続又は中止について，教員の指示に
従う。 

④実習が中止となる場合，安全に帰宅で
きることを教員とともに確認してから
帰宅する。 

⑤無事帰宅したことを連絡する。 
 

【火災報知器が鳴動したら】 
・すべての活動を停止し，身の安全を確保
する。 

※できる限り初期消火する。 
 
【避難指示が出たら】 
・教員の指示に従い，避難を行う。 
・避難場所に集合した後，安否確認をす
る。 

 
 
 
 
 
【実習の継続又は中止】 
・建物外へ避難を伴うほどの火災が発生し
た場合には，実習を中止とする。 

・それ以外は，教員の指示に従う。 
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〈臨地実習（附属病院を含む）〉発災時の行動フロー（学生用） 
 大規模地震（震度５弱以上）の場合 風水害等の場合 火災の場合 

実
習
時
間
外 

【実習中止の判断・連絡】 
・実習施設の所在地もしくは移動経路に震
度５強以上の地震が発生した場合は，実
習を中止とする。 

・実習施設の所在地もしくは移動経路に震
度５弱の地震が発生した場合でも，教員
から連絡があった場合にはその指示に従
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【登下校中の安全確認】 
・登下校の時間帯に地震が発生した場合に
は，教員に連絡をする。 
 
【安否報告メールへの返信】 
・大学から安否確認メールを受信した際は
必ず返信し，自分の状況を速やかに伝え
る。 

 

【実習中止の判断・連絡】 
・前日又は当日の実習開始までに，実習施
設の所在地もしくは移動経路に特別警報
又は台風に伴う暴風警報の発表が予測さ
れる場合でも，教員から連絡がない場合
には実習を行う。 

・当日６時の時点で，実習施設の所在地も
しくは移動経路に警戒レベル４以上に相
当する防災気象情報が発表された際は，
実習を中止とする。 

・当日６時の時点で，実習施設の所在地も
しくは移動経路に警戒レベル３に相当す
る防災気象情報が発表された場合でも，
教員から連絡がない場合には実習を行
う。 

・学生の居住地に警戒レベル４以上に相当
するもしくは警戒レベル３に相当する防
災気象情報が発表され，実習参加の判断
に迷う場合には，教員に連絡する。 

 
【登下校中の安全確認】 
・登下校の時間帯に風水害が発生した場合
には，教員に連絡をする。 

 
【安否報告メールへの返信】 
・大学から安否確認メールを受信した際は
必ず返信し，自分の状況を速やかに伝え
る。 
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【実習施設が行うこと】 
・発災時の学生の行動フローを把握し、教員とともに学生の安全確保を行う。 
・具体的には、①施設の避難経路や避難場所をオリエンテーションする、②災害が発生あるいはその危険性が高まっ
た際に教員が不在の場合は教員に代わって、学生の避難誘導や安否確認を行い、大学への連絡を行うなどを行う。 

実
習
時
間
中 

【実習施設避難場所の確認】 
・実習オリエンテーション等により事前に
各実習施設の避難経路・避難場所を確認
する。 

 
【揺れを感じたら】 
・実習施設の災害対応手順に従うとともに
身の安全を確保する。 

 
【揺れが落ち着いたら】 
・教員又は実習施設の指示に従い，避難を
行う。 

・避難場所に集合した後，安否確認をす
る。教員が不在の場合は学生間で点呼を
行う。 

 
 
【報告】 
・教員不在の場合 
・震度５強以上の場合もしく負傷者が発
生した場合には学生自ら教員に速やか
に報告する。 

・連絡先 
①電話 
繋がらないとき 
②メール 
③学務課（089-960-5175） 

・大学から安否確認メールを受信した際は
必ず返信し，自分の状況を速やかに伝え
る。 

 
【実習の継続又は中止】 
・以下①～④の場合ごとに，教員の指示に
従って行動する。 
①実習施設の所在地もしくは自宅までの移
動経路に震度 5 強以上の地震が発生した
場合は実習を中止とする。 
②実習施設の所在地もしくは自宅までの移
動経路に震度５弱の地震が発生した場合
は，実習の継続又は中止について教員の
指示に従う。 

③実習が中止となる場合，安全に帰宅でき
ることを教員とともに確認してから帰宅
する。 

④無事帰宅したことを連絡する。 
 

【実習施設避難場所の確認】 
・実習オリエンテーション等により事前に
各実習施設の避難経路・避難場所を確認
する。 

 
【避難指示が出たら】 
・実習施設の災害対応手順に従うとともに
身の安全を確保する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【報告】 
・教員が不在の場合 
・風水害等を受けた場合は，学生自ら教
員に速やかに報告する。 

・連絡先 
①電話 
繋がらないとき 
②メール 
③学務課（089-960-5175） 

・大学から安否確認メールを受信した際は
必ず返信し，自分の状況を速やかに伝え
る。 

 
 
【実習の継続又は中止】 
・以下①〜⑤の場合ごとに，教員又は実習
施設の指示に従って行動する。 
①実習施設の所在地もしくは自宅までの移
動経路に特別警報又は台風に伴う暴風警
報が発表された場合，以後の実習を中止
とする。 

②実習施設の所在地もしくは自宅までの移
動経路に警戒レベル４以上に相当する防
災気象情報が発表された際は，以後の実
習を中止とする。 

③実習施設の所在地もしくは自宅までの移
動経路に警戒レベル３に相当する防災気
象情報が発表された際は，教員の指示に
従って行動する。 

④実習施設から自宅までの交通機関が運休
するなどの影響が見込まれる学生につい
ては，教員の指示に従う。 

⑤実習が中止となる場合，安全に帰宅でき
ることを教員とともに確認してから帰宅
する。 
⑥無事帰宅したことを連絡する。 

 
 

【実習施設避難場所の確認】 
・実習オリエンテーション等により事前
に各実習施設の避難経路・避難場所を
確認する。 

 
【火災報知器が鳴動したら】 
・すべての活動を停止し，身の安全を確
保する。 

※できる限り初期消火する。 
 
【避難指示が出たら】 
・教員又は実習施設の指示に従い，避難
を行う。 

・避難場所に集合した後，安否確認をす
る。教員が不在の場合は学生間で点呼
を行う。 

 
【報告】 
・教員が不在の場合 
・負傷者が発生した場合や，学生に
負傷者がいなくても建物外へ避難
を伴うほどの火災が発生した場合
は，学生自ら教員に速やかに報告
する。 

・連絡先 
①電話 
繋がらないとき 
②メール 
③学務課（089-960-5175） 

 
 
【実習の継続又は中止】 
・建物外へ避難を伴うほどの火災が発生
した場合には，実習を中止とする。 

・それ以外は，教員の指示に従う。 
 


